
– 25 – 広報 徳之島  2021 年 5 月号

情報掲示板

15
日
の
送
り
盆
に
際
し
、
亀
津
・
亀
徳

集
落
で
見
ら
れ
る
お
墓
で
の
先
祖
と
の

「
共
食
」
も
そ
の
一
つ
で
す
（
写
真
１
）。

コ
ロ
ナ
も
島
の
人
び
と
と
先
祖
の
結
び

つ
き
を
奪
い
去
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
次
の
史
料
は
昭
和
28
年

（
１
９
５
３
年
）
９
月
15
日
付
の
「
南

西
日
報
」
46
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
広
告
」

で
す
（
写
真
２
）。「
泡
盛
」
の
協
定
価

格
の
「
厳
守
」
を
報
償
付
き
で
宣
伝
し

て
い
ま
す
。
現
在
、
奄
美
群
島
の
酒
と

言
え
ば
「
黒
糖
焼
酎
」
で
す
が
、
か
つ

て
は
「
泡
盛
」
も
つ
く
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
記
事
の
３
ヶ
月
後
に
は
奄
美

群
島
の
「
日
本
復
帰
」
が
待
っ
て
い
ま

す
が
、
復
帰
を

契
機
と
し
て
徳

之
島
に
お
け
る

泡
盛
製
造
は
下

火
に
な
っ
た
の

で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

も
う
少
し
時

を
さ
か
の
ぼ

り
、
約
１
５
０

年
前
に
徳
之
島

☎
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９
７
―
８
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―
２
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０
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問

郷
土
資
料
館

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流

行
は
社
会
生
活
に
様
々
な
変
化
を
も
た

ら
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、「
オ
ン
ラ

イ
ン
飲
み
会
」「
黙
食
」。
コ
ロ
ナ
は
酒

の
飲
み
方
を
も
変
え
つ
つ
あ
る
よ
う
で

す
。

日
本
民
俗
学
の
祖
と
さ
れ
る
柳
田
国
男

は
『
明
治
大
正
史 

世
相
編
』
の
中
で
、

明
治
・
大
正
に
な
り
「
独
酌
」
が
進
ん

だ
こ
と
を
指
摘
し
、
酒
の
飲
み
方
の
変

化
に
着
目
し
て
い
ま
す
。

　

徳
之
島
に
お
け
る
酒
の
飲
み
方
に
も

レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
あ
り
ま
す
が
、
８
月

島
の
む
ん
が
た
り

町
誌
編
さ
ん
室
の

新
生
活
様
式
と
酒

～
史
料
に
見
る
酒
事
情
～

か
ら
鹿
児
島
に「
上
国(

じ
ょ
う
こ
く)

」

し
た
島
役
人
の
日
記
（「
道
統
上
国
日

記
」）
を
見
て
み
ま
す
。

　

藩
元
で
「
御
祝
儀
」
が
あ
る
と
奄
美

諸
島
の
島
役
人
は
鹿
児
島
に
召
し
出

さ
れ
、
島
々
の
産
物
な
ど
を
差
し
上
げ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
そ
の
旅
路
は
七
島
灘
な
ど
難
所
も
多

く
、
危
険
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
大
島
・

喜
界
島
・
沖
永
良
部
島
の
島
役
人
が
無

事
鹿
児
島
に
到
着
し
た
際
、
徳
之
島
の

島
役
人
か
ら
彼
ら
に
対
し
「
着
之
祝
儀
」

と
し
て
「
御
肴
」・「
御
酒
」
を
贈
っ
た

と
い
う
記
事
が
あ
り
ま
す
（
文
久
三
年

七
月
晦
日
条
）。
同
じ
境
遇
に
あ
る
者

同
士
の
共
感
と
現
代
に
も
続
く
贈
答
品

と
し
て
の
酒
の
役
割
が
う
か
が
え
ま

す
。

　

以
上
、
断
片
的
に
徳
之
島
の
酒
に
関

す
る
史
料
を
紹
介
し
ま
し
た
。「
新
生

活
様
式
」
と
い
う
言
葉
の
も
と
、
私
た

ち
の
生
活
・
慣
習
も
変
わ
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
ま
す
。「
現
在
」
が
歴
史
の
重

要
な
転
換
点
で
あ
る
可
能
性
が
あ
り
、

町
誌
編
纂
と
と
も
に
日
々
の
記
録
の
大

切
さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

（
町
誌
編
纂
室　

竹
原 

祐
樹
）

（写真１）

（写真２）

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手

当
の
お
知
ら
せ

精
神
又
は
身
体
に
著
し
く
重
度
の

障
害
を
有
す
る
た
め
に
、
日
常
生
活

に
お
い
て
常
時
特
別
な
介
護
を
必
要

と
す
る
状
態
に
あ
る
在
宅
の
方
の
生

活
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
支
給
さ
れ

る
手
当
で
す
。

た
だ
し
、
福
祉
施
設
に
入
所
し
て

い
る
方
や
長
期
間
入
院
し
て
い
る
方

は
、
支
給
の
対
象
外
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
受
給
資
格
者
、
配
偶
者
、

扶
養
義
務
者
の
前
年
の
所
得
額
に

よ
っ
て
は
、
そ
の
年
の
８
月
か
ら
翌

年
の
７
月
ま
で
を
一
つ
の
期
間
と
し

て
支
給
を
停
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

●
特
別
障
害
者
手
当（
20
歳
以
上
の
方
）

　

月
額
２
万
７
３
５
０
円

　
（
令
和
２
年
４
月
改
定
）

●
障
害
児
福
祉
手
当（
20
歳
以
上
の
方
）

　

月
額
１
万
４
８
８
０
円

　
（
令
和
２
年
４
月
改
定
）

詳
し
く
は
県
徳
之
島
事
務
所
福
祉

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
＝
鹿
児
島
県
徳
之
島

事
務
所
福
祉
課　
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